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川口栄男・吉田忠生:寄生紅藻キントキヤドリ Kintokiocolaxaggregatocerantha 
TANAKA et Y. NAZAWAの分類学的位置

キントキ Prionitisangusta (=Carpoμltis augusta) ヒの寄生紅淡として知られる本種は， 1!JJ細胞と造果枝

が直接連結する (procarpic)という原著者らの解釈に基づき，スギノリ目 Gigartinalesの種として発表された。

しかし，和歌山県と千葉県で新たに採集された材料を詳しく調べた所. その雌性生殖器官の構造には. 原報告と

明らかに異なる点が見い出された。すなわち， 助細胞と造果枝は離れて.それぞれ別の二次的に形成された枝叢

中に存在した (non.procarpic)。

この違いを基準標本について検討した結果. 著者らの観察事実と一致した特徴を有することが線認された。従

って，本積はカグレイト目 Cryptonemialesムカデノリ科 Halymeniaceaeに属するとの結論に述した。 (060札

幌市北区北10条西8丁目 北海道大学理学部植物学教室)

新刊紹介

R. F. SCAGEL， D. J. GARBARY， L. GOLDEN & M. W. 
HAWKES (1986) A Synopsis of the Benthic Marine 

Algae of British Columbia， Northern Washing-

ton and Southeast Alaska. Phycological Contribu-

tion No. 1， The University of British Columbia， 

Vancouver， Canada. 444 pp. 22.5カナダs(合船郵

送料，邦貨約 2，800円)

本書はカナダの太平洋沿岸における初めての本絡がj

な海言葉のチェックリストである SCAGEL，R. F. (1957) 

“An annotated Iist of the marine algae of British 

Columbia and northern Washington"の続編であるの

1957年以降にこの海域から報告されている海藻の係集

記録のほとんどすべてを網羅している。 liiJ書に収録さ

れている 189属478積をはるかに上岡る 270属627分

類群が収録されているのその内訳は黄緑色i議類3属6

分類群.緑糠類45属102分類鮮.褐泌類66属 130分類

訴.紅藻類 156属389分類椋となっている。

本書は大きく 2つの郎分に分けられる。前半は各分

類鮮の採集報告が 180頁にわたって記載されており，

後半に約2000点の文献のリストが 146頁にわたって載

せられている。前半部の分類群名の後には.著者名や

出典は勿論のこと Basionymやカナダ以外での世界各

地の分布も脅かれてあり，海藻の名古ij調べや分布調べ

にとても便利である。言うまでもなく分類群の索引と

しても第 1級の精度を持っている。しかしここまで述

べてきた内容を持っているものは本書以外にもかなり

ある。本書のもっとも大きな特色は.収録されている

文献の種類が分類学だけでなく，遺伝学，形態学，分

布地理学，生化学，生理学，生態学など多方面にわた

っていることである。様々な分野の研究材料として採

集された記録をのこらず載せてあるので.本書は海藻

を材料として用いる研究者にとって大いに役にたつ書

であると確信できる。最近数多く出版される海藻フロ

ラや海務チェックリストのなかで本書はその白屑と言

えるものである。入用の方は. R. F. SCAGEL， Dept. 

Bot.， Univ. of British Columbia特3259-6270Uni-

versity Blvd.， Vancouver， B. C. V6T 281， Canada 

へ直接申し込むこと。(国立科学博物館縞物研究部問

中次郎)
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丸山 功・中村寿雄・松林恒夫・安藤洋太郎・前田直彦:いわゆる海産クロレラの分類学的性質

水産種苗の初期餌料として重要なシオミズツボワムシの生産に広く用いられる海産クロ心ラと呼ばれる磁の一

つについてその性質を調べた。 この離は通常 1個のカップ型または卵型の葉緑体を有する球形あるいはだ円型の

細胞であり，主な光合成色素として chlorophylla， carotene， violaxanthin， vaucheriaxanthin esterを含んで

いた。電顕観察の結果.核膜と連結したタロロプラスト ERが業縁体をとり囲み. 業縁体を囲む膜は業縁体包膜

とタロロプラスト ERで4枚に観察された。 ラメラは三重チラコイドラメラ構造をしていた。 この藻は形態，微

細構造，色素組成の特徴から現在のところ.真正限点藻網 Nannochloropsisoculata HIBBEROと同定するのが

適当と恩われる。(邸3稲岡県筑後市久宮1343番地 クロレラ工業株式会社)
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K. KRAMMER and H. LA:'IGE-BERTALOT (1986) 

Baci11ariophyceae I. TeiI: Naviculaceae. ln H. 

ETTL， J. GERLOFF， H. HEY:-1IG and D. MOLLE:"¥・

HAUER (eds.J Suswasserflora von Mitteleuropa. 

Bd. 2. Gustav Fischer Verlag， Stuttgart. New 

York. 876 pp. 206図版 2976図。(含船郵送料邦貨約

18000円)。

本書は“Suswasserfloravon Mitteleuropa"シリー

ズ24巻中の 1つである。今回出版されたのは2巻 1号

で Naviculaceaeを網羅しており，今後他の科につい

ても 2号， 3号で出版される予定となっている。

内容は大きく 2つに分けられており，第 1部では，

用語，殻の構造，生殖.納胞構造，殻形成，運動，生

態，研究方法などが概説され，第2郎でそれぞれの種

につい記述がなされている.ここで扱われている腐は

Navicula， Stauroneis， Anomoeoneis， Frustulia， 

Amphipleura， Neidium， Scoliotleura， Diploneis， 

Pleurosigma， Gyrosigma， Cymbella， Amρhora， 

Gomphonema， Gomphoneis， Didymosphenia， 

Rhoicosρhenia， Caloneis， Pinnularia， Mastogloia， 

Diatome/la， Oestrupia， Entomoneisの22属である。

全ての種類が光顕写真で示されており，一部には類似

した種類間での相違点が電顕写真によって示されてい

る。

本書は HUSTEOTの Bacillariophyta(1930)及び

Kieselalgen (1930-1966) が元になっており，材料

の多くは HUSTEO"I喝のコレクション中から選ばれてい

る.そして特筆すべきことはその中に多くのタイプ標

本が含まれ，それが写真によって示されていることで

ある。これは大変貴重なものであり，本書の価値を非

常に高めるものであり，利用者にとっては大変有用な

ものとなるであろう。

(筑波大学生物科学系 出井雅彦)




